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• 見学会（学生主催．お気軽にどうぞ）

• 本日午後

• 4階1411室

• 研究室の雰囲気．ワキアイアイ具合

• 説明会（教員主催．お気軽にどうぞ）

• 2月28日（火）17:00～

• 3月2日（木）15:00～

• 4階1411室

ホームページを見てください！
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• Society 5.0 の実現を目指して

• Keyword: IoT (Internet of Things), AI(人工知能), 
ビックデータ，ロボット，自動運転，…などなど

快適な社会の実現 -情報通信技術-

Connectedな社会
- 無線で互いに繋ぐ
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無線通信技術の繁栄
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公衆無線網
(WWAN/WMAN)

• 3G/HSDPA

• WiMAX

伝送距離 数百m～数km

伝送速度 384kbps～
7.2Mbps

無線LAN

(WLAN)

IEEE802.11a/

b/g/n

伝送距離 数十m

伝送速度 ～600Mbps

位置検出

伝送距離 2万km

伝送速度 -
GPS

近距離通信
(WPAN)

Bluetooth

伝送距離 ～10m

伝送速度 ～3Mbps

• 4GLTE

• Mobile WiMAX2

• LTE-Advanced

• 5G

数百Mbps～10Gbps

• IEEE802.11ac

• IEEE802.11ad

• IEEE802.11ax

～10Gbps

• 準天頂衛星
推定誤差1m以下

• 次世代Bluetooth

• RFID

低消費電力
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通信工学研究室で扱う技術

• 無線通信ネットワーク技術の研究

• システム(ネットワーク)制御技術

• プロトコル理論解析・設計

さらに無線通信を利用して

• 無線センシング・ポジショニングの研究

• レーダによる周辺環境認識技術

• GNSSによる自位置推定技術

無線の応用先は多岐にわたる！
それぞれ，どんな取り組みをしているの？
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無線通信ネットワーク

• 高速で大容量，安定した無線通信を目指す

あらゆるものが互いにつながる社会の実現

マルチホップ
ネットワーク

ITSネットワーク
(車車間・路車間通信)

携帯電話システム

無線LAN
ネッワーク

通信品質劣悪
通信容量不十分
限られた通信資源（周波数資源，電源資源）

課題

賢く設計！
解決を目指す
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AP

無線給電

情報送信

給電

パケット受信

充電

パケット送信

端末

AP

端末1

端末2

端末3

情報送信を優先

給電不足によって電力枯渇

給電を優先

情報送信の機会を失う

① ② ③

時間リソースの浪費

③給電過多①給電不足
電力消費量が
給電量を上回っている

②衝突

バッテリー内に電力を保持．端末数の増加よる混雑

適した給電タイミングは？？
⇒解析によって明らかに
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残余電力量
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小残余電力SNの急速な電力回復
電力枯渇の低減

給電モード

誰が誰に給電する？？
⇒電力枯渇しにくい
給電ルールを提言
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パケット破棄を
大幅に低減

誰かが通信していると
なかなか通信できない．．
パケット破棄
⇒破棄に繋がらない設計
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• 遠隔で位置を推定．正確かつ安定な
センシング・ポジショニングを目指す

無線センシング・ポジショニング
あらゆるものの状況を把握する社会の実現

レーダによる周辺環境認識

マルチパス，ビル等構造物による信号遮蔽，
複雑な電波伝搬による性能劣化

課題
賢く設計！
解決を目指す

反射信号はどちらの車から？壁から？
⇒分析により明らかに

衛星からの信号が途絶える(>_<)

⇒頑強なポジショニング方法の構築

測位衛星によるポジショニング
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移動局

衛星

移動局

衛星

一般的な測位
（符号レベル）

高精度測位
（搬送波レベル）

搬送波測位は細かいものさしを使用するため
理論的には数cmの正確度で波の到達が測定可能

基準局の情報も利用して高精度測位を実現

スマフォとかカーナビ

プロフェッショナル受信機
測量とか

荒い
ものさし

約19cm

約293m

基準局

細かい
ものさし

共通誤差
の相殺

13 / 17



Communication Laboratory

一般的な測位
（符号レベル）

高精度測位
（搬送波レベル）

高精度測位は数cmの確度で測位が可能

1Hzで
静止点測位

数mの誤差
が発生

1cm以内の
確度
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キレイに
トレース

できている！

ぐちゃ
ぐちゃ．．．
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本研究室の成果を発信した国際会議の場所
（2014年～2021年）

本研究室の成果件数（2014年～2021年）

あなたの生活を豊かにする無線技術
一緒に三重の地から世界へ新技術を発信しませんか？
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Thanks.

三重大学大学院工学研究科
通信工学研究室
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